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参考資料１

かたちづくり（第１学年）指導計画

次 時 主 眼 主 な 学 習 活 動 支 援 ・ 評 価 の ポ イ ン ト

一 １ ○１枚の色板を移動さ ・提示された図形が何 ・｢ずらす｣、｢回す｣、｢裏返す｣といった操

せながらいろいろな 枚の色板でできてい 作を必要とする図形を提示する。

（

形 本 図形を作ることによ るかを話し合い、１ ＊お知らせタイムがあることを知らせ、図

作 時 り､｢ずらす｣､ ｢回 枚の色板を使ってそ 形の作り方を自分なりの言葉で伝えられ

り す｣､｢裏返す｣といっ れらの形を作る。 るように意識させる。

）

で た図形を構成するの ・さまざまな試行錯誤のある活動ができ、

遊 に必要な操作に気付 楽しく操作できるように、時間を十分に

ぼ くことができる。 与える。

う ・どのようにして図形 ＊発表を聞きながら、自分と友達の作り方

を作ったかを発表し を比べるように助言する。使用する色板

４ 合う。 ＊友達の考えのよさに気付かせるために、・直角二等辺三角形

時 ・友達の作り方で、も 友達の作り方で図形を作らせる。１枚

間 う一度図形を作る。 ◎１枚の色板を操作しながら、提示された

図形を作ることができたか。

○自分なりの言葉で図形の作り方を友達に

伝えようとしていたか。

２ ○色板を使っていろい ・提示された図形が何 ・児童に身近なものを題材に図形を作るよ

ろな図形を作ること 枚の色板でできてい うに助言し、｢自分も作りたい｣という意

に興味・関心をもち､ るかを話し合い、数 欲をもたせる。

具体的なものの形を 枚の色板を使ってそ ・さまざまな試行錯誤のある活動が楽しく

構成することができ れらの図形を作る。 できるように、時間を十分に与える。

る。 ・できあがった図形を ・作るだけではなく、できあがった図形が

三角形や正方形と どんな基本図形から成り立っているかを

いった基本図形の観 考えることで、図形の構成にも気付かせる｡使用する色板

点から考える。 ・色板２枚を使って正方形や大きな三角形・直角二等辺三角形

ができることや、様々な図形の中に正方形数枚

や三角形が使われていることに気付かせる｡

＊一人でできない場合には、隣同士で話し

・色板の数を限定して、 合いながら作るようにさせる。

いろいろな図形を作 ＊できあがった図形を友達と確かめ合うこ

る。 とで、同じ枚数でも様々な形ができるこ

とに気付かせる。

◎興味・関心をもって色板並べをすること

ができたか。

◎色板を使って、具体的なものの形を構成

することができたか。
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次 時 主 眼 主 な 学 習 活 動 支 援 ・ 評 価 の ポ イ ン ト

○図形ができない友達の相談に乗ることが

できたか。図形ができないときに、友達

に相談しながら自分の力で解決すること

ができたか。

３ ○影絵遊びを通して、 ・影絵を見て何の形か ・身近にある図形で、イメージしやすい形

・ 平面図形を構成する を話し合う。 の影絵を作るように助言する。

４ ことができ、形の大 ・色板を使ってそれぞ ・単純な構成の図形は先に枚数を予想して

きさと使った色板の れの図形を作り、図 から操作させ、複雑なものは色板を実際に

関係に気付くことが 形の構成枚数を調べ 操作しながら枚数を調べるようにさせる｡

できる。 る。 ＊一人でできない場合には、隣同士で話し

合いながら作るようにさせる。

・色板を２枚使って一つの正方形や三角形使用する色板

ができていることや、様々な図形の中に・直角二等辺三角形

・影絵を使った問題作 同じ正方形や三角形が使われていること数枚

りをしたり、友達の に気付かせる。

問題を解いたりする。 ・影絵を使った問題作りを通して、図形を

構成しようとする意欲付けを図る。

・どのように作っ ＊友達の問題を解くことで、同じ枚数の色

たか。 板を使っても様々な形ができることに気

・何枚使って作っ 付かせる。

たか。 ◎影絵遊びを通して、平面図形を構成する

ことができ、形の大きさと使った色板の

関係に気付くことができたか。

○色板を使った問題を作ったり、友達の問題

を自分なりに解いたりすることができたか｡

二 １ ○変身遊びを通して、 ・正方形を指定された ・さまざまな試行錯誤のある活動ができ、

・ 大きさの違う６枚の ６枚の三角形に分解 楽しく操作できるように、時間を十分に

形 ２ 三角形を操作しなが し、もう一度正方形 与える。

を ら、自由に形を構成 に再現する。 ＊図形の再現や変身が難しい児童には、で

変 することができる。 ・他の基本図形に変身 きた児童の方法の一部を提示してヒント

身 させる。 とさせたり、隣同士で話し合ったりしな

さ がら作るようにさせる。使用する図形

せ ・長方形 ＊何通りも再現や変身の方法が出ることが・直角二等辺三角形

よ ・直角二等辺三角形 予想されるが、どの方法も学級全体で確（大）２枚（小）４枚

う かめながら、お互いに認め合っていくよ

うにさせる。
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自ら考える力を育てる学習指導に関する研究―小学校算数科―

次 時 主 眼 主 な 学 習 活 動 支 援 ・ 評 価 の ポ イ ン ト

２ 簡単なタングラム ・６枚の三角形を使っ ・大きさの違う６枚の三角形を使って、自

時 て 好きな形を作る 由に形を作るおもしろさに気付かせる。、 。

間 ◎６枚の三角形を操作しながら、形を変身

させることができたか。

○発表者の作り方を予想しながら、変身の

続きを考えようとしていたか。

三 １ ○｢踊る人形｣作りを通 ・｢踊る人形｣の場面を ＊｢踊る人形｣を作ってみたいという意欲を

・ して、自分なりの人 見て、何を作りたい 引き出すために、｢踊る人形｣を見て気付

形 ２ 形のポーズを作るこ か話し合う。 いたことを自由に話し合わせるようにする｡

人 とができる。 ・人形のポーズを作る前に、どういう条件

形 ・円や直角三角形を使っ で作るのが大切かを押さえておく。

を て人形のポーズを考 ＊友達と一緒に人形を変身させるゲームを使用する図形

踊 える。 することを通して、楽しい雰囲気の中で・円 １枚

ら 友達とコミュニケーションを図りながら ､・直角三角形 ６枚

せ ・自分なりの人形 自分の変身のさせ方を友達と話せるよう

よ ・人形変身ゲーム に配慮する。

う ◎図形の向きや置き方を変えながら自分な

りの人形のポーズを作ることができたか｡

２ ○自分が考えたポーズの作り方を友達に話

時 すことができたか。

間

【支 援 ・ 評 価 の ポ イ ン ト】

＊…コミュニケーションの成立や活性化にかかわる支援

◎…本時の学習活動のかかわる評価

○…児童がどのようにコミュニケーションを図っていたかをとらえる視点（目安）


